
10
月
21
日
、
春
日
部
９
条
の
会

は
弁
護
士
の
白
神
優
理
子
氏
（
八

王
子
合
同
法
律
事
務
所
）
を
講
師

に
「
憲
法
９
条
ど
う
な
る
？
ど
う

す
る
？
日
本
国
憲
法
こ
そ
希
望
」

と
題
す
る
憲
法
学
習
会
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

白
神
氏
の
講
演
の
要
旨
を
紹
介

し
ま
す
。

高
校
生
の
時
に
、
広
島
に
あ
る

「
原
爆
の
子
の
像
」
の
話
を
聞
い

た
ア
メ
リ
カ
の
子
ど
も
た
ち
が
１

９
９
５
年
に
「
子
ど
も
の
平
和
像
」

を
建
て
た
こ
と
を
知
り
「
世
界
の

子
ど
も
の
平
和
像
を
東
京
に
つ
く

る
会
」
の
実
行
委
員
長
と
し
て
一

千
万
円
の
募
金
を
集
め
、
２
０
０

１
年
５
月
江
東
区
の
東
京
大
空
襲
・

戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー
に
子
ど
も
の

平
和
像
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
平
和
に
つ
い
て
学
ぶ
中
で

憲
法
に
出
会
い
、
憲
法
を
守
り
、

生
か
す
た
め
に
弁
護
士
を
め
ざ
す

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

司
法
修
習
生
の
時
、
１
年
間
沖

縄
で
研
修
を
受
け
ま
し
た
。
沖
縄

で
は
、
た
び
た
び
不
発
弾
処
理
の

た
め
に
広
範
囲
で
通
行
止
め
に
な

り
ま
す
。
沖
縄
戦
は
「
天
皇
制
を

残
す
」
こ
と
を
降
伏
の
条
件
に
す

る
た
め
の
時
間
稼
ぎ
だ
っ
た
。
78

年
経
っ
た
今
も
沖
縄
は
犠
牲
に
な
っ

て
い
ま
す
。
普
天
間
基
地
反
対
の

座
り
込
み
で
出
会
っ
た
文
子
お
ば

あ
（
島
袋
文
子
さ
ん
、
85
歳
）
は

「
命
は
た
っ
た
一
つ
。
だ
か
ら
絶

対
に
戦
争
を
し
た
ら
ダ
メ
。
だ
か

ら
、
た
っ
た
一
つ
の
命
を
張
っ
て

こ
こ
に
立
っ
て
る
ん
だ
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

徹
底
的
に
戦
争
を
否
定
し
、
人

間
の
命
と
尊
厳
に
最
高
の
価
値
を

置
い
た
の
が
日
本
国
憲
法
。
ま
さ

に
、
日
本
国
憲
法
こ
そ
希
望
で
す
。

「
攻
め
ら
れ
た
ら
ど
う
す
る
？
」

と
不
安
を
あ
お
り
、
軍
事
力
強
化

が
安
全
や
平
和
を
守
る
か
の
よ
う

に
言
わ
れ
ま
す
が
、
ま
っ
た
く
無

責
任
で
す
。
ど
ん
な
に
軍
事
力
を

備
え
て
も
、
ひ
と
た
び
戦
争
が
始

ま
れ
ば
取
り
返
し
が
つ
き
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
日
本
国
憲
法
も
国
連
憲

章
も
「
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
」
こ

と
を
誓
っ
て
い
ま
す
。

岸
田
首
相
は
「
改
憲
」
に
意
欲

を
燃
や
し
て
い
ま
す
が
、
民
意
は

改
憲
を
望
ん
で
い
ま
せ
ん
。
そ
も

そ
も
、
憲
法
は
政
府
や
政
治
家
が

暴
走
し
な
い
よ
う
に
定
め
ら
れ
た

も
の
で
、
政
府
は
憲
法
を
守
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。

憲
法
を
本
気
で
守
り
生
か
す
と

ど
う
な
る
か
？

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
国
家
予
算
11

兆
円
の
国
で
す
が
、
子
ど
も
の
教

育
費
は
完
全
に
無
償
（
給
食
も
通

学
費
も
学
用
品
も
）
、
17
歳
ま
で

は
月
１
万
３
千
円
が
支
給
さ
れ
、

大
学
生
は
返
済
不
要
の
奨
学
金
が

月
数
万
円
支
給
。
一
ク
ラ
ス
24
人

以
下
学
級
。
18
歳
ま
で
は
医
療
費

も
無
料
。
残
業
す
る
労
働
者
は
い

な
い
。
…
日
本
の
国
家
予
算
は
年

間
１
７
２
兆
円
。
こ
の
予
算
を
く

ら
し
、
社
会
保
障
、
教
育
、
医
療

に
こ
そ
使
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
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な
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憲
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「
憲
法
守
る
」
た
め
に

弁
護
士
に
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は
た
っ
た
一
つ
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争
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ダ
メ

憲
法
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生
か
せ
ば

教
育
も
医
療
も
無
料
に



10
月
17
日
～
19
日
、
大
野
と
し

子
議
員
は
①
小
中
学
校
の
学
力

向
上
の
取
り
組
み
（
秋
田
県
・

仙
北
市
）
②
農
業
創
生
大
学
校

の
取
り
組
み
（
秋
田
県
・
横
手

市
）
③
第
６
次
産
業
に
つ
い
て

（
岩
手
県
・
奥
州
市
）
を
テ
ー

マ
に
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

仙
北
市
の
研
修
体
系
は
、
全

国
学
力
テ
ス
ト
分
析
改
善
委
員

会
が
１
年
間
の
教
育
を
反
省
し

施
策
を
見
直
し
市
教
育
目
標
へ

反
映
し
ま
す
。
そ
し
て
４
月
に

行
わ
れ
る
教
員
の
つ
ど
い
で
最

新
の
動
向
と
市
の
方
向
性
を
伝

え
、
各
学
校
で
授
業
研
究
に
取

り
組
み
、
11
月
に
教
育
研
究
会

を
開
き
、
１
年
間
を
振
り
返
る

と
い
う
も
の
で
す
。
教
員
の
共

通
理
解
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
秋
田
県
全
県
で
取
り

組
ん
で
い
る
学
び
方
を
学
ぶ

「
家
庭
学
習
」
が
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。
自
由
勉
強

の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
自
分
が

得
意
な
こ
と
、
苦
手
な
こ
と
を

考
え
必
要
な
学
習
を
選
ら
ん
で

学
び
ま
す
。
自
主
的
に
学
ぶ
こ

と
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
秋

田
県
の
学
力
向
上
に
繋
が
っ
て

い
る
と
考
え
ま
し
た
。

横
手
市
は
農
業
が
基
幹
産
業

で
す
が
、
全
国
の
課
題
と
同
じ

く
農
業
者
の
高
齢
化
、
担
い
手

不
足
が
問
題
で
し
た
。
平
成
26

年
市
長
の
提
案
で
産
業
経
済
部

か
ら
農
林
部
を
独
立
さ
せ
、

「
農
家
所
得
の
向
上
」
「
担
い

手
の
確
保
」
を
目
的
と
し
て
廃

校
し
た
学
校
に
「
園
芸
振
興
拠

点
セ
ン
タ
ー
」
を
建
設
し
、

「
よ
こ
て
農
業
創
生
大
学
事
業

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

①
研
修
を
軸
に
担
い
手
の
育
成

（
人
を
育
て
る
）

就
農
を
め
ざ
し
農
業
創
生
大
学

校
で
実
践
的
な
知
識
や
技
術
、

農
業
経
営
を
２
年
間
学
び
ま
す
。

講
師
は
県
の
職
員
を
有
償
で
招

聘
し
、
就
農
後
は
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
が
支
援
し
ま
す
。
寄
り
添
っ

た
支
援
で
現
在
25
名
中
24
名
が

新
規
に
就
農
し
成
果
を
上
げ
て

い
ま
す
。

②
新
規
作
物
の
実
証
実
験
と
販

路
の
構
築

（
未
来
を
拓
く
）

拠
点
セ
ン
タ
ー
で
の
実
証
実
験

を
通
し
、
戦
略
品
目
を
増
や
し

現
在
４
品
目
か
ら
８
品
目
に
な

り
ま
し
た
。

③
６
次
産
業
化
支
援
施
設
で
商

品
開
発
支
援
（
価
値
を
高
め
る
）

園
芸
振
興
拠
点
セ
ン
タ
ー
に
農

業
者
が
原
材
料
か
ら
商
品
を
開

発
す
る
た
め
の
施
設
が
あ
り
、

農
業
者
自
ら
商
品
を
開
発
し
販

売
す
る
。

各
取
り
組
み
に
食
農
推
進
課
が

農
業
者
と
共
に
歩
む
体
制
が
で

き
て
い
ま
し
た
。

農
家
所
得
の
向
上
と
農
家
が

自
ら
商
品
開
発
、
加
工
販
売
に

取
り
組
む
こ
と
へ
の
支
援
を
目

的
に
「
６
次
産
業
化
推
進
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
県
や
国
の

補
助
金
を
活
用
し
、
セ
ミ
ナ
ー

を
開
き
相
談
に
の
り
ま
す
。
現

在
７
品
目
が
継
続
し
て
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
新
商
品
の
開

発
は
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
す
。

食
農
連
携
推
進
室
と
農
業
者

の
直
接
の
連
携
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
考
え
ま
す
。
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新
規
就
農
者
へ
の
寄
り
添
っ

た
研
修
で
担
い
手
を
育
成

受
け
継
が
れ
て
き
た
自
主

的
に
学
ぶ
「
家
庭
学
習
」

奥
州
市
６
次
産
業
化
・
地
産

地
消
推
進
協
議
会
を
設
立

横
手
市
園
芸
振
興
セ
ン
タ
ー
が
目
指
す
も
の

人
を
育
て
る
・
未
来
を
拓
く
・
価
値
を
高
め
る


